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後期高齢者医療制度を巡る論議  
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医療制度には，財政と医療提供の両面がある  
今まで保険財政の側面に蘭する論議た偏重  
－「基本的な考え方」6項目の多くは保険や負担に関するもの  

－提供されるべき医療内容とその提供体制に関する論議が弱い  

一層供される医療の中身が如、ら．なければ，財政（細野）の妥当．   
な水準は分からない  

今から準備しなければ，医師数など量的 
けでなく，診療科1医療内容とこ一ズとのミスマりチな  
ど質的な問題を生じろのは確実 

－診療報酬によ卑誘導策だけでは対応できない構造的な変化  

一医師を育てるには10年，医師養卦提供システムを作るにはそ．．、   
れ以上の時間がかかる  
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後期高齢者は急増する  
●（平成21年版高齢社会白書，P4）  

資料、：：Ⅸ氾5畔栗では級翻堰「弼葬凋亜」、翔l郎雄欄摘晒柑剖漂髄偲・九に憫駈靴恥狩川劃軸抒就推軌肘＿i川蝿1＝叩1封j隠州」輌1招叶昭・ハ  

叙亡申穂髄露によふ推卸賠娘  
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後期高齢者の急増に備える 

総合的な構想と目標†計画が必要 
高齢化で急増するのは後期高齢者  
一後期高齢者数は，1160万人（2005）から2167万人（亭025）へ  

保険財政面だけでなく，後期高齢者の増加による医療  
ニーズの量的・質的な変化への対策が必妻 

ー医療・福祉職の不尽，健康格差・地域格差是正  

一介護予防，リハビリテーション，独岳高齢者の在宅ケア，   
和ケアなどニーズの構造的な変化への対応  

－ケアの質と効率の改善を図れるシろテムが必要  

－’これらは診療報酬による誘導だ けでは無理  

一人材養成やケア提供の横臥自標，．計画，それらの進捗状  
況評価によるマネジメントシステムが必要  

日本版NSF（Nat■iona［＄er〕i？eFramework）が必要  
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NSF（NationalServic占Framework）とは  

▲日本より10年早く・嘔療帝壊」を経験したイギ  

リス政府が，そこからの脱却ヰ生に向けて  
策定したもの  

現状評価に基づき課題抽出■，全英で達成さ 
れるづき10年後の数値月標，牒．標に至る戦  
略を，領域・疾患別に示．したもの  

日本の高齢者医療で，今後10～？0年間に担  
きる構造的なニ ーズの変化に対応するには  

構造改革のための「日本版NSF」の策定論議  

の場が必要である  
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日本版NSF策定のための指針（案）  
・現状評価－．将来推計から課題を設定  

・各課題について・1b年後目標（＆中間評価する5年後の   

目標）を設定．■できる限り数値目標を，高一中・低の3段   
階で設定  

・■ヰの数値目標を準定するためた必要な戦略と予算規模  
も示す  
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診療報酬による  
寧，人材育成計画をも含むものとする 
策定過程には，当事者である高・齢者・家族■琴療痩供  
卦介護事業者なども参加トていただく  

予町医療・リハビリテ⊥ション緩和ケアまで対象とする  

都市と地方など，地域偏在や地域差にも留意する  
モニタノングシステムの構想一関発も同時に行う・  
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構成と取り上げる課題の例  
背景＝高齢考人ロ・世帯の増加と対応  

基本構想：医療の目標と戦時の構築  

対象領域別の目標と戦略   

①介護予防甲卿犬評価と拡充戦略   

②狭義の高齢者医療   

③リバビリテ「ション直療の拡充   

④．維持期の在宅・居宅一施設ケア   
⑤ 施設内での屡療の拡充 

和ケアの拡充  

構造を変えるための総合的な戦略   

⑦医療・福祉の人材養成：卒前教育 

⑧医掛福祉の人材養成：卒後教育   
⑨科学的な根拠に基づいた戦略づくり  

⑩効率t質†公正のモニタリング  
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10カ年戦略策定とマネジメント  

2PlO年：第1期 

20II12年：必要なモデル事業と評価の実施，指  
標やモニタリングシステムの開発，’領域別NSFの  
策定，目標値（上ヰー下）別の予算試算と公表，  

払  
白岡  議で目標撃定  国・民的  

2d13－16年＝モデル事業の中から優れたもの牽選  

別し，改良を加えて普及，人材養成などの本格  
化開発した指標やモ羊タリングシステムの⊥部  
導入，それちを活用したNSFの中間評価と計画 
の見直し  

20I7－19年十経年的評価と見直し，  

2020年 
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